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  平成２８年度
     当初予算が決まりました

お問い合わせ　総務課　☎ 77-4050

総額 135 億 1,310 万円（0.7％増）

　●一般会計予算　104 億 9,300 万円（1.1％減）
　●特別会計予算　   30 億 2,010 万円（7.4％増）

104 億 9,300 万円

　

最
も
多
い
の
は
「
町
税
」
で
、
町
民
税
、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
、
た
ば
こ
税
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
大
部
分
は

原
子
力
発
電
所
の
大
規
模
償
却
資
産
に
よ
る
固
定
資
産
税

で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
国
庫
・
県
支
出
金
と
い
っ
た
、
国
や
県
か

ら
原
子
力
発
電
施
設
を
有
す
る
町
に
交
付
さ
れ
る
お
金
（
電

源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
、
核
燃
料
税
交
付
金
）
な
ど
原

子
力
関
連
収
入
が
57
・
5
％
を
占
め
、
主
な
収
入
源
と
な
っ

て
い
ま
す
。　

町税町税
41億 6,413 万円41 億 6,413 万円
（39.7％）（39.7％）

繰入金繰入金
6億 5,545 万円6億 5,545 万円
（6.2％）（6.2％）

その他その他
3億 9,217 万円3億 9,217 万円（3.7％）（3.7％）

国庫支出金国庫支出金
26億 1,575 万円26 億 1,575 万円
（24.9％）（24.9％）

地方交付税地方交付税
12億 1,539 万円12 億 1,539 万円
（11.6％）（11.6％）

県支出金県支出金
11億 8,611 万円11 億 8,611 万円
（11.3％）（11.3％）

その他その他
2億 6,400 万円2億 6,400 万円（2.6％）（2.6％）

■ 自主財源　52 億 1,175 万円
　　　　　　　　　　　（49.6％）
■ 依存財源　52 億 8,125 万円
　　　　　　　　　　　（50.4％）
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【用語解説 /歳入】

町税              ：町民税や固定資産税など皆さんが納める税金

地方交付税：地方公共団体が一定水準の行政サービスを提供できるように

　　　　　    国が地方公共団体へ交付するもの

国庫支出金：各種事業に対する国からの補助金など

県支出金     ：各種事業に対する県からの補助金など

歳入
一般会計

※（　）内は構成比率を表します。

※（　）内は前年度当初予算との比較



歳出
　

主
な
ハ
ー
ド
事
業
と
し
て
、
魅
力
ア
ッ
プ
の
た
め
の
「
き

の
こ
の
森
」
や
「
八
ヶ
峰
家
族
旅
行
村
」
の
再
整
備
、
都

市
部
と
の
情
報
格
差
を
な
く
し
通
信
環
境
の
利
便
性
向
上

を
目
的
と
し
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
（
光
幹
線
ケ
ー
ブ
ル
）

の
整
備
な
ど
を
行
い
、
企
業
誘
致
や
若
者
定
住
の
促
進
に

も
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
ソ
フ
ト
面
で
は
、『
お
お
い
町
未
来
創
生
戦
略
』

に
基
づ
く
人
口
減
少
対
策
を
展
開
し
、
町
の
未
来
創
生
の

た
め
に
、
多
く
の
住
民
の
皆
さ
ん
の
参
画
に
よ
る
誇
れ
る

地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

総務費総務費
20億20 億 33,161,161 万円万円
（19.4％）（19.4％）

農林水産業費農林水産業費
14億14 億 77,030,030 万円万円
（14.0％）（14.0％）

民生費民生費
18億18 億 77,890,890 万円万円
（17.9％）（17.9％）

土木費土木費
13億13 億 33,524,524 万円万円
（12.7％）（12.7％）

衛生費衛生費
12億12 億 55,966,966 万円万円
（12.0％）（12.0％）

教育費教育費
10億10 億 44,950,950 万円万円
（10.0％）（10.0％）

商工費商工費
6億6億 77,731,731 万円万円
（6.5％）（6.5％）

公債費公債費
3億3億 22,011,011 万円万円
（3.0％）（3.0％）

消防費消防費
2億2億 99,099,099 万円万円
（2.8％）（2.8％）

議会費議会費
1億 988 万円1億 988 万円（1.0％）（1.0％）

労働費労働費
4,950 万円4,950 万円 （0.5％）（0.5％）

予備費予備費
2,000 万円2,000 万円 （0.2％）（0.2％）

104 億 9,300 万円
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【用語解説 /歳出】
総務費：町の事務・庁舎管理、町民活動の推進などに要する経費

民生費：児童・高齢者・障害者福祉、生活保護、福祉医療などに要する経費

農林水産業費：農業や林業、水産業の振興、農山漁村の活性化などに要する経費

土木費：公共事業、土木事業などに要する経費

衛生費：各種健診（検診）、予防接種、環境保全、ゴミ処理、し尿処理などに要する経費

教育費：学校教育や生涯学習の充実、文化・スポーツの振興などに要する経費

商工費：商工業の振興、観光事業などに要する経費

公債費：町の地方債（借金）を返済する元利償還金などの経費

一般会計

※（　）内は構成比率を表します。
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一
次
産
業
ス
タ
ー
ト
支
援

　

新
規
就
農
を
行
う
移
住
者
に

対
し
て
住
居
費
を
助
成
し
、
初

期
の
費
用
負
担
の
軽
減
を
図
り
、

自
立
し
た
農
業
が
営
め
る
よ
う

に
支
援
し
ま
す
。

　

長
期
的
な
視
点
に
立
ち
人
口
減
少
克

服
の
た
め
の
方
策
を
取
り
ま
と
め
た
地

方
版
総
合
戦
略
「
お
お
い
町
未
来
創
生

戦
略
」
に
基
づ
き
、「
女
性
」・「
若
者
」・

「
仕
事
」
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
柱
に

10
の
取
り
組
み
を
展
開
し
ま
す
。

『
お
お
い
町
未
来
創
生
戦
略
』

「
自じ
ね
ん然
☆
女じ
ょ

」
獲
得
大
作
戦

　

農
業
に
興
味
の
あ
る
女
性
を

都
会
か
ら
呼
び
込
み
、
農
業
体

験
を
通
し
て
雇
用
や
地
域
住
民

と
の
交
流
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

農
林
水
産
業
に
従
事
す
る
女

性
（
自
然
☆
女
）
に
対
し
、
支

援
を
行
い
ま
す
。

「
お
〜
い
★
さ
か
な
君
」
発
掘
・
育
成

　

漁
業
へ
の
従
事
を
希
望
す
る

若
者
（
お
〜
い
★
さ
か
な
君
）

に
対
し
、
専
門
研
修
の
受
講
に

係
る
旅
費
な
ど
の
支
援
を
行
い
、

御
食
国
・
若
狭
を
支
え
る
大
島

の
漁
業
を
活
性
化
さ
せ
る
と
と

も
に
、
若
者
の
雇
用
に
つ
な
げ

ま
す
。

若
者
出
会
い
交
流
応
援

　

未
婚
の
男
女
を
対
象
と
し
、

若
者
自
ら
が
企
画
立
案
し
実
施

す
る
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
経

費
を
助
成
し
ま
す
。

　

若
者
の
自
由
で
柔
軟
な
発
想

か
ら
、
よ
り
多
く
の
出
会
い
が

生
ま
れ
る
場
を
つ
く
り
ま
す
。

ま
る
ご
と
ジ
ビ
エ
特
産

　

地
元
で
捕
獲
し
た
鳥
獣
の
肉

「
ジ
ビ
エ
」
を
食
材
と
し
て
活
用

し
、
町
の
「
ジ
ビ
エ
・
ブ
ラ
ン
ド
」

開
発
を
目
指
し
ま
す
。

　

専
門
家
を
招
き
、
捕
獲
か
ら

加
工
・
販
売
ま
で
の
工
程
を
地

元
で
行
う
体
制
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

自
然
薯
の
モ
デ
ル
栽
培

　

自
然
薯
の
生
産
拡
大
を
図
る

た
め
、
休
耕
田
を
利
用
し
た
モ

デ
ル
栽
培
を
行
い
ま
す
。

　

新
た
な
担
手
の
育
成
と
し
て
、

自
然
薯
の
生
産
者
や
新
規
栽
培

を
検
討
し
て
い
る
方
に
栽
培
の

過
程
を
直
接
見
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
技
術
向
上
や
栽
培
面
積

の
拡
大
を
狙
い
ま
す
。

新
た
な
観
光
資
源
の
発
掘

　

町
内
の
特
色
あ
る
観
光
ス

ポ
ッ
ト
を
巡
る
周
遊
観
光
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
企
画
・
実
践
を
行
い

ま
す
。

　

農
林
水
産
業
を
は
じ
め
と
す

る
体
験
型
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
推
進
に
よ
り
、
新
た
な

観
光
資
源
の
発
掘
や
交
流
人
口

の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

I
・
J
・
U
タ
ー
ン
促
進

　

町
内
外
の
方
で
、
新
た
に
起

業
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、
初
期

投
資
に
係
る
費
用
の
一
部
を
助

成
し
、
商
工
業
の
活
性
化
を
図

る
と
と
も
に
、
I
・
J
・
U
タ
ー

ン
（
移
住
タ
ー
ン
）
を
促
進
し

ま
す
。

住
ま
い
支
援
制
度
の
拡
充

　

お
お
い
町
土
地
開
発
公
社
が

分
譲
す
る
土
地
を
購
入
し
、
住
宅

を
新
築
す
る
方
に
、
そ
の
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

即
効
性
の
あ
る
定
住
促
進
と

地
元
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

お
試
し
移
住
制
度

　

田
舎
暮
ら
し
に
興
味
の
あ
る

方
に
空
き
家
を
提
供
し
、
数
日

間
の
「
お
試
し
移
住
」
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

移
住
希
望
者
の
ニ
ー
ズ
調
査

な
ど
も
行
い
、
空
き
家
を
活
用

し
た
移
住
・
定
住
の
さ
ら
な
る

促
進
に
つ
な
げ
ま
す
。
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特別会計

後期高齢者医療事業　　　　　　  　      8,590 万円（  -2.1％）
国民健康保険事業　　　　　　 　10 億 7,289 万円（   7.6％）
国民健康保険診療事業　　　　　   1 億　   91 万円（  -1.4％）
介護保険事業　　　　　　　　　   9 億 2,667 万円（   2.6％）
介護サービス事業　　　　　　　 　          514 万円（  -2.6％）
簡易水道事業　　　　　　   　　    2 億 2,872 万円（-14.3％）
農業集落排水事業　　　　   　　    4 億       33 万円（ 22.4％）
特定環境保全公共下水道事業       1 億 9,954 万円（ 62.7％）

※（　）内は前年度当初予算との比較

特別会計とは、特定の事業を行う

場合に特定の収入を特定の支出に

あて、一般会計とは別に収支経理

を行う会計のことです。

【用語解説 /特別会計】

　

住
民
の
安
全
安
心
を
守
る
た
め
、
本
郷
地
区

の
浸
水
被
害
対
策
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

12
の
２
区
の
本
郷
桟さ
ん
ば
し橋
根
元
部
分
に
砂
防

ゲ
ー
ト
を
設
置
し
、
海
水
や
土
砂
の
侵
入
を
防

止
し
ま
す
。

　

館
地
区
（
７
区
）
で
は
、
新
た
な
樋ひ

も
ん門
を
整

備
し
排
水
処
理
機
能
を
高
め
ま
す
。
ま
た
、
お

お
い
町
商
工
会
館
周
辺
の
浸
水
被
害
対
策
に
つ

い
て
、
調
査
と
基
本
設
計
業
務
に
着
手
し
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。　

『
浸
水
被
害
対
策
』

　

Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
整
備
計
画
に
基
づ
き
、　

2
か
年

を
か
け
、
名
田
庄
地
域
へ
の
光
幹
線
ケ
ー
ブ
ル

配
線
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
平
成
30
年
度
か
ら

各
ご
家
庭
へ
の
引
き
込
み
を
開
始
し
、
順
次
供

用
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　

都
市
部
と
の
情
報
格
差
を
な
く
す
高
速
通
信

網
の
早
期
完
成
を
目
指
し
、
企
業
誘
致
や
若
者

定
住
促
進
に
も
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

町
内
の
体
験
型
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
改
修
を
行

い
ま
す
。

　
「
き
の
こ
の
森
」
に
つ
い
て
は
、
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
大
規
模
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
八
ヶ
峰
家
族
旅
行
村
」
で
は
、
体

験
型
教
育
旅
行
の
受
入
れ
に
向
け
た
魅
力

ア
ッ
プ
工
事
と
し
て
、
多
目
的
に
利
用
可
能

な
全
天
候
型
施
設
を
中
心
と
し
た
再
整
備
を

行
い
ま
す
。

『
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備
』

『
体
験
施
設
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
』

　

雇
用
の
場
の
確
保
や
産
業
振
興
を
図
る
た

め
、
企
業
誘
致
を
促
進
し
ま
す
。

　

現
在
、「
産
業
団
地
造
成
事
業
計
画
」
に
基

づ
き
、
候
補
地
の
選
定
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
な
ど
既
存
造
成
地

へ
の
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
県
と
も
連
携
し

な
が
ら
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

『
企
業
誘
致
の
促
進
』
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人
が
世
の
中
に
情
報
発
信
す
る
時

代
に
な
り
ま
し
た
。
ヤ
フ
ー
で
『
名

田
庄
』『
桜
』
の
二
語
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
検
索
す
る
と
、
い
ろ
ん

な
サ
イ
ト
が
ヒ
ッ
ト
し
ま
す
。
ち

な
み
に
、
僕
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

5
番
目
に
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
も
、
地
元
以
外
の
大

勢
の
人
が
名
田
庄
の
桜
を
鑑
賞
し
、

そ
れ
を
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る

こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

　
桜
の
木
を
植
え
た
先
人
に
は
、
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

全
国
各
地
に
桜
の
名
所
は
あ
り

ま
す
が
、
な
ぜ
名
田
庄
に
僕
の
友

人
が
大
勢
来
て
く
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
？

　

平
成
24
年
に
N
H
Kｰ

B
S
プ

レ
ミ
ア
ム
で
放
映
さ
れ
た
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
ド
ラ
マ『
ド
ロ
ク
タ
ー
』

で
は
、
桜
に
ま
つ
わ
る
在
宅
看
取

り
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
し
た
。

み
ん
な
そ
れ
を
覚
え
て
く
れ
て
い

る
の
か
な
？
と
思
っ
た
の
で
す
が
、

ど
う
や
ら
そ
う
で
は
な
い
よ
う

で
す
。

　
ま
ず
は
、
人
混
み
が
な
い
か
ら
だ

そ
う
で
す
。
つ
ま
り
、
自
分
た
ち
が

桜
を
独
占
で
き
る
の
で
す
。
都
会

の
桜
の
名
所
で
は
、
大
勢
の
人
々
が

集
ま
り
、
競
う
よ
う
に
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
を
敷
い
て
、
呑
ん
で
食
べ
て
騒
い

で
い
る
光
景
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

　

次
に
、
五
感
で
桜
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
確
か

に
、人
混
み
の
中
で
は
う
る
さ
く
て
、

風
の
音
も
鳥
の
鳴
き
声
も
聴
こ
え
た

も
ん
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
桜
の
香
り

も
、
出
店
の
タ
コ
焼
き
や
焼
き
そ
ば

の
臭
い
で
か
き
消
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

3
年
前
、
あ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
知
り
合
っ
た
若
い
女
性
弁
護
士

が
、
ご
主
人
や
ご
兄
弟
と
い
っ
し
ょ

に
名
田
庄
の
桜
を
見
に
来
ま
し
た
。

南
川
堤
防
沿
い
の
桜
並
木
を
歩
い
て

い
る
と
き
、
彼
女
の
口
か
ら
出
た
言

葉
は
こ
う
で
し
た
。

「
い
い
香
り
〜
。
桜
餅
の
香
り
が

す
る
〜
」

「
ホ
ン
ト
に
そ
う
だ
よ
な
〜
。
い
や
、

ち
ょ
っ
と
待
て
よ
」

　

一
瞬
、
同
意
し
そ
う
に
な
っ
た
の

で
す
が
、
よ
く
考
え
る
と
（
よ
く
考

え
な
く
て
も
）
桜
餅
が
桜
の
香
り
を

含
ん
で
い
る
の
で
あ
っ
て
、
桜
並
木

で
感
じ
て
い
る
の
は
桜
自
体
の
香
り

な
ん
で
す
よ
ね
（
笑
）。

　

社
会
的
に
は
超
エ
リ
ー
ト
の
女
性

弁
護
士
が
発
し
た
な
ん
と
も
愉
快
な

一
言
に
、
一
同
大
爆
笑
で
し
た
。

今
年
も
名
田
庄
の
桜
！　

　
　
　
　

〜
桜
並
木
は
桜
餅
の
香
り
？
〜

 　

今
年
の
４
月
は
名
田
庄
の
桜
を

見
る
た
め
に
、
５
組
の
人
た
ち
が

全
国
各
地
か
ら
や
っ
て
き
ま
し
た
。

千
葉
、東
京
、神
奈
川
、新
潟
、京
都
、

熊
本
、
県
内
で
は
鯖
江
な
ど
。

　

4
月
1
日
か
ら
9
日
ま
で
の

9
日
間
に
、
な
ん
と
5
回
も
宴
席

を
開
い
て
お
も
て
な
し
を
し
た
の

で
す
。
楽
し
く
酔
っ
て
、
心
地
よ

く
疲
れ
ま
し
た
。
幸
い
な
こ
と
に
、

人
生
二
度
目
の
痛
風
発
作
は
出
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

最
近
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発

達
で
、
マ
ス
コ
ミ
で
は
な
い
一
般

名田庄診療所長　中村伸一

な
ご
み
診
療
所　

☎
77
・
２
７
５
３

※
電
話
受
付
は
、
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
で
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
紙
面
を
借
り
て
、

私
の
自
己
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
ご
み
診
療
所
の
開
設
時
か
ら

施
設
長
を
担
っ
て
き
ま
し
た
新
谷

先
生
が
、
本
年
1
月
を
も
っ
て
退

職
し
た
た
め
、
2
月
1
日
よ
り
私

が
施
設
長
と
し
て
赴
任
し
ま
し
た
。

私
は
福
井
市
出
身
の
62
歳
、
自
治

医
科
大
学
を
卒
業
後
、
県
内
の
い

ろ
い
ろ
な
医
療
機
関
に
勤
務
し
、

最
後
は
鯖
江
市
に
あ
り
ま
す
公
立

丹
南
病
院
の
院
長
と
名
誉
院
長
を

16
年
間
勤
め
ま
し
た
。

　

こ
の
大
学
卒
業
か
ら
現
在
ま
で

の
経
過
の
中
で
、
名
田
庄
診
療
所

に
2
年
、
高
浜
病
院
に
5
年
勤
務

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
名
田
庄

診
療
所
に
勤
務
し
た
の
は
、
昭
和

59
年
か
ら
の
2
年
間
で
し
た
が
、

現
在
32
歳
に
な
る
長
女
が
ま
だ
2

歳
か
ら
4
歳
の
頃
で
、
旧
診
療
所

が
あ
っ
た
名
田
庄
井
上
地
区
の
皆

さ
ま
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
現
在
長
女
は
2
人
の
子
ど

も
（
2
歳
と
0
歳
）
の
母
親
と
な

り
毎
日
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
私
に

と
っ
て
名
田
庄
診
療
所
勤
務
は
、

自
分
の
医
師
人
生
に
お
い
て
大
変

貴
重
な
経
験
を
し
た
2
年
間
で
し

た
。
ま
た
、
高
浜
病
院
に
は
昭
和

63
年
か
ら
の
5
年
間
、
外
科
医
と

し
て
勤
務
し
ま
し
た
。
当
時
の
高

浜
病
院
に
は
医
師
が
た
く
さ
ん
お

り
、
充
実
し
た
仕
事
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
『
な
ご
み
』
は
診
療
所
の
他
に
、

老
健
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
あ
り
、

私
に
と
っ
て
は
ま
だ
ま
だ
知
ら
な

い
こ
と
や
未
経
験
な
こ
と
も
多
く
、

日
々
勉
強
の
毎
日
で
、
甚
だ
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
、
誠
心
誠
意
頑

張
る
所
存
で
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

こ
ち
ら

　
　
　

　
　
　

な
ご
み
診
療
所

な
ご
み
診
療
所

医師

白崎　信二



7

《交付窓口》　
       　保健福祉センターなごみ・役場住民福祉課
　　   あっとほ～むいきいき館・名田庄総合事務所管理課　
　   ※これらの窓口に来ることが出来ない場合は民生委員
　　   さん宅で交付します。

＝＝問い合わせ先＝＝

保健福祉センターなごみ　介護福祉課　　　　　　　☎ 77-2760

　　　　　　　　　　　　地域包括支援センター　　☎ 77-2770

あっとほ～むいきいき館　保健福祉室　　　　　　　☎ 67-2000

紙谷紙谷
保健師保健師

竹原主査竹原主査村松村松
主任保健師主任保健師内藤課長内藤課長

田内田内
課長補佐課長補佐

渡辺渡辺
介護支援専門員介護支援専門員

村宮村宮
高齢者福祉介護相談員高齢者福祉介護相談員
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桜街道ウォーク桜を見ながら春を満喫

　おおい町観光協会主催の「桜街道ウォーク」が佐分利川沿い
で行われました。
　観光協会と読売旅行がコラボして開催しているこの桜ウォー
クも今年で 3年目を迎えました。
　今年もたくさんの参加者が丸山公園からきのこの森までの約
9キロの桜並木を楽しみました。
　同協会は、「おおい町には佐分利街道以外にも綺麗な桜並木が
あるので、様々なコースを企画していきたい」と話していました。
(4 月 3日　丸山公園～きのこの森 )

若狭高校生による政策提案会おおい町大好き高校生

　若狭高校普通科 1年生の 9名による政策提案会が総合町民
センターで行われました。
　若狭高校では1年生全員が「基礎研究」を履修しており、班
ごとに分かれ、それぞれのテーマを設定し研究しています。
　政策提案に来てくれた 3 班はおおい町の「働く場」「観光」
「教育」などを調べて、男女がともに働ける場所をつくる、大
島半島の観光地化、中高一貫校設立の必要性などを町長、議
員などの参加者に提案しました。
(3 月 18 日　総合町民センター )

消防団春季錬成会気持ち新たに

　おおい消防団の平成 28 年度春季錬成会があみーシャン大
飯で行われました。
　錬成会では主に、基本の姿勢や休めの姿勢、敬礼等の規律
訓練が行われました。
　団員たちは消防職員の指導の元、真剣な表情で取り組んで
いました。
(4 月 10 日　あみーシャン大飯 )

スポーツ少年団結団式・春季大会チーム団結

　おおい町スポーツ少年団の平成 28年度結団式・春季大会が
総合運動公園で行われ、結団式では各団から決意表明があり
ました。
　結団式終了後、本郷地区をコースとしたウォークラリー大会
が実施され、仲間とともに各チェックポイントに用意された
問題に挑んでいました。
(4 月 10 日　総合運動公園 )
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福井ミラクルエレファンツ激励式さらなる飛躍を

　福井ミラクルエレファンツの激励式が役場で行われました。
　チームは 3月 20 日～ 24 日の間、総合運動公園野球場など
で練習しシーズンに向けての調整に汗を流しました。
　小野瀬主将は「ここは、共同生活を通してチームが一丸と
なれる場所。今年も優勝を目指します」と意気込みを語って
くれました。
(3 月 22 日　おおい町役場 )

町内各小中学校、保育園、こども園ドキドキ・ワクワク新生活

　4月に入り、町内の各小中学校、保育園やこども園で入学式・
入園式が行われました。
　式に臨む子どもたちの顔は、どこか緊張した様子でしたが、
これから始まる新生活に向けての決意が感じられました。
　また、初登校ではあいにくの天候となりましたが、満開の
桜の下、元気いっぱいに歩く姿を見せてくれました。
（4月　町内各小中学校、保育園、こども園）

「手作り紙芝居コンクール」入賞作品上演会惜しまれながら最終回

　「手作り紙芝居コンクール」の入賞作品上演会が名田庄図
書館で行われました。
　毎年行われてきた上演会も本年度で最終回となり、「蛇

じゃづま

妻
の目の玉」、「筏

いかだ

流し」、「疱
ほうそう

瘡神のまつり」の 3作品が上演さ
れました。
　会場に訪れた参加者は、最後の上演鑑賞を楽しんでいました。
(3 月 20 日　名田庄図書館 )
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布絵本の会
11日（水）13:30 ～ 15:30
対象　一般
内容　布絵本作り

 
（里山文化交流センター）☎ 67-3250

☎ 77-2820 ☎ 67-3703

おひざでだっこ
19日（木）11:00 ～ 11:20
対象　乳幼児とその保護者
内容　読み聞かせや手遊び等
※　事前申込必要

0・1・2歳児さんのおはなし会
5日 ,12 日 ,19 日（木）11:00 ～ 11:30
語り手　図書館職員等
対象　0～ 2歳児とその保護者
内容　絵本の読み聞かせ

読書会
15日（日）10:00 ～ 11:30
対象　一般、読書会会員
テキスト　『カンタ』
　　　　　　石田　衣良 著

映画会
15日（日）10:00 ～ 11:30
対象　町内幼児・児童
上映作品
　『くるみ割り人形』他

親子で楽しむおはなし会
31日（火）11:00 ～ 11:30
語り手　松宮　初美 氏
対象　0歳からの乳幼児とその保護者
内容　おはなし会とわらべ歌遊び

ブックスタート
18日（水）12:30 ～ 14:00
演じ手　大飯図書館職員等
対象　6,7 ヶ月児
場所　保健福祉センターなごみ
内容　絵本の読み聞かせ等

おはなし会
15日（日）13:00 ～ 14:00
演じ手　図書館ボランティア
対象　町内小学生
内容　紙芝居の上演等

　町民どうしの交流の場を提供することを
目的に、3月 12 日（土）保健福祉センター
なごみでシフォンケーキ作り教室を開講し
ました。名田庄三重の一炷庵（いっちゅう
あん） 島田恵子さんを講師にお迎えし、道
の駅うみんぴあ大飯で人気の、米粉を使っ
たシフォンケーキの作り方を教えていただ

きました。
　受講者からは、「楽しい雰囲気の中で、
たくさんの方と会話を楽しめました」「わ
かりやすく教えていただき、家でもまた作
りたいです」とのお声をいただきました。
　これからも公民館事業が、新たな仲間
づくりのきっかけになれば幸いです。

布えほんサークル活動
10日 ,24 日（火）19:00 ～ 21:00
15 日（日）13:30 ～ 15:30
対象　一般、ボランティア
内容　布絵本作り

第 33回名田庄多聞の会
8日（日）11:30 ～ 15:30
講師　中村　安希氏
内容　「リオ先生に出会ってからの 15 年」
　　　※ＬＧＢＴを巡る最近の動向

太極拳教室
9日 ,23 日（月）
19:30 ～ 21:00
講師　竹森　清二郎氏
内容　太極拳と体の調整
定員　20 名 
（教室生を募集します）

寄せ植え教室
25日（水）
19:30 ～ 21:00
講師　相蘇　龍一氏
内容　多肉植物の寄せ植え
参加料　2,000 円（材料代）

町民体育デー
22日（日）
佐分利地域：佐分利小学校
本郷地域　：総合運動公園　ほか
大島地域　：はまかぜ交流センター
名田庄地域：名田庄総合運動場　ほか

バスケットボール教室（全 4回）
11 日 ,18 日 ,25 日 ,6 月 1 日（水）
19:30 ～ 21:00
対象　町内小学 3～ 6年生
場所　総合運動公園体育館
参加料　500 円（保険料を含む）

卓球教室（全 4回）
12 日 ,19 日 ,26 日 ,6 月 2 日（木）
19:30 ～ 21:00
対象　町内小学 3～ 6年生
場所　総合運動公園体育館
参加料　200 円（保険料を含む）
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5月学習掲示板学習掲示板

（はまかぜ交流センター）☎ 77-3011

（総合町民センター）☎ 77-1150 （ふるさと交流センター）☎ 78-1211

生生涯涯

15 日（日）
受付　9:00 ～

スタート　道の駅名田庄
今年は名田庄地区を歩きます。
ノルディックウォーキングでの参加可能

★行政ポイント対象事業★

公民館こどもクラブ
7日 ,14 日 ,21 日 ,28 日（土）14:15 ～ 16:00
対象　町内小学生
内容　そろばん教室

筆ペンで写経講座（全 5回）
12日 ,26 日（木）19:00 ～ 20:00
講師　杉本　龍心 氏
内容　写経　　　　　
定員　15 名（教室生を募集します）　
≪今後の開講予定日≫
6月 9日 ,23 日（木）,7 月 7 日（木）

公民館カフェ
5日 ,12 日 ,19 日 ,26 日（木）9:00 ～ 16:00
対象　一般
内容　憩いと喫茶を楽しむセルフカフェ

初心者のウクレレ教室
10日 ,24 日（火）19:30 ～ 21:00
対象　一般（教室生を募集します）
内容　ウクレレの練習
※ウクレレの無い方も参加可能、事前申込必要

　名田庄公民館生涯学習推進委員会の長年
の活動が評価され、文部科学大臣より優良
公民館表彰を受賞しました。生涯学習推進
委員会は、委員 10 名が講座・公演事業な
どを発案・企画し事業を実施しています。
地域住民による豊かな発想や行動力を活か
して、住民ニーズをより反映した、地域に

根差した事業が可能となっています。
また、住民が主体となり実施すること
で、より参加しやすい環境となり、参
加者の増加にもつながっています。
　今後の取り組みとしては、「生涯学習」
から「地域づくり」への事業展開を目
指しています。

佐分利むらなかカレッジ
29日（日）13:00 ～ 16:30
対象　カレッジ生
内容　1限目　情報社会講座
　　　2限目　美文字講座

太極拳教室（全 14回）
13日 ,27 日（金）19:30 ～ 21:00
講師　竹森　清二郎氏
内容　太極拳と体の調整
定員　20 名（教室生を募集します）
≪今後の開講予定日≫
5月～ 12 月の第２・４金曜日（8月 12 日 ,12 月 23 日を除く）

ポーセラーツ教室
21日（土）10:00 ～ 12:00
講師　今井　たまき氏
内容　転写紙を使ったマグカップの絵付け
定員　10 名　※事前申込必要
参加料　2,000 円（材料代）

ピラティス教室（全 11回）
24 日（火）19:30 ～ 20:30
講師　木下　美紀氏
定員　20 名（教室生を募集します）　
持ち物　動きやすい服装、ヨガマット（またはバスタオル）

卓球教室（全 5回）
6日 ,13 日（金）
17 日 ,24 日 ,31 日（火）
19:30 ～ 21:00
講師　おおい町卓球協会
対象　大島小学校児童

バランスボール教室
（全 8回）
12 日 ,19 日 ,26 日（木）
19:30 ～ 21:00
講師　岩澤　恵子氏
対象　一般

ガーデニング教室
25日（水）10:00 ～ 11:30
講師　盛次　信子氏
参加料　2,000 円程度
                  （材料代）

まいるっ子クラブ
5日（木）10:00 ～ 14:00
対象　町内幼児・児童
内容　お楽しみ映画会
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I N F O R M A T I O N

～町民が支え合い、助け合うまちづくりを目指して～ 総合政策課
☎ 77-4051

※ ※

交流

定住
活動

国体推進室
☎ 77-1150
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町
人身 2件
死者 0人
傷者 3人
物損 33件

（平成 28年 3月 31日現在）

  1,323 日

I N F O R M A T I O NI N F O R M A T I O N

死亡事故 0
ゼロ

継続日数

人権悩みごと相談人権悩みごと相談

日頃の悩みごと、いじめ、不
登校、体罰、その他人権に関
する相談に人権擁護委員が応
じます。相談無料で秘密は固
く守られますのでご安心くだ
さい。

国民生活基礎調査に
ご協力ください

　厚生労働省では、保健、医療、福祉等、
厚生労働行政の企画及び立案に必要な
基礎資料を得るため、国民生活基礎調
査を実施します。
■調査日
　6月 2日㈭現在
■調査方法
　調査をお願いすることとなった方の
　お住まいに、4月下旬頃より調査員
　が直接伺います。

若狭健康福祉センター（保健所）
☎ 0770-52-1300

平成 28年経済センサス -
活動調査を実施します

　全国のすべての事業所・企業を対象
とした平成 28 年経済センサス - 活動
調査が平成 28 年 6 月 1 日現在で実施
されます。この調査は統計法に基づき
実施され、報告の義務があります。調
査方法は「調査員による調査」（主に
単独事業所及び新設された事業所を、
調査員が訪問し調査書類を配布）と、
「国や県による調査」（主に支社等を有
する企業の本社宛てに、国が調査書類
を郵送）の2つあります。インターネッ
トでも回答が出来ます。調査員が伺い
ましたら、ご協力をお願いします。
経済センサス -活動調査コールセンター
①調査票の書き方や調査全般について
　☎ 0120-143-150
②インターネット回答について　　　
　☎ 0120-671-937
※受付時間
　5月 6日㈮～
　午前 9時～午後 8時（土日も可）

年金生活者等支援臨時福祉
給付金（高齢者向け給付金）
　一億総活躍社会の実現に向け、賃金
引き上げの恩恵が及びにくい高齢者の
方を支援します。
■支給対象者
　平成 27 年度臨時福祉給付金の支給
　対象者に該当する方のうち、昭和 27
　年4月1日以前に生まれた方です。（平
　成 29 年 3 月 31 日までに 65 歳以上
　になる方）
　※平成 27 年度臨時福祉給付金の支
　　給対象者とは、平成 27 年度の住
　　民税が課税されていない方です。
　　ただし、課税者の扶養親族になっ
　　ている方や、生活保護の受給者で
　　ある方などは除きます。
■支給額
　1人につき 3万円
■申請方法
　申請先：おおい町役場住民福祉課　
　　　　　名田庄総合事務所管理課
　※申請先は、平成 27 年 1月 1日時
　　点で住民票がある市町村です。
■申請期間 
　5 月 9日㈪～ 8 月 8日㈪
■提出書類 
　①申請書（5月中旬までに、対象に
　　なると思われる方（世帯）に郵送
　　させていだきます）
　②指定した口座が確認できる書類　
　　（金融機関名、口座番号、口座名
　　 義人（ｶﾅ）がわかる通帳やキャッ
　　シュカードの写し）
 　③本人確認書類
　　今回はじめて給付金の申請をされ
　　る方のみ（保険証、住民基本台帳
　　カード、運転免許証、旅券等の写し）
　※平成 27 年度に臨時福祉給付金を
　　受け取っていて、指定口座も変更
　　されない方は②、③の提出書類は
　　不要です。

申請方法に関するお問い合わせ
住民福祉課
☎ 77-4053
制度に関するお問い合わせ
厚生労働省　給付金専用ダイヤル
☎ 0570-037-192

「おとなの無料歯科健診」を
実施しています

　歯周病と虫歯は、日本人の歯の喪
失をもたらす主要な原因疾患です。
　歯科健診を受診し、早期発見・早
期治療に努めましょう。
■対象
　18 歳以上のおおい町民
■健診費用
　無料（ただし、歯のクリーニングや
　 治療が必要になった場合には自己
負担となります）
■受診できる歯科医院
　若狭地区歯科医師会所属の歯科医院
■受診方法
　①保健医療課に申し込む
　②町から受診券が届く
　③歯科医院に予約して健診を受ける
　（②の受診券が必要です）

保健医療課
☎ 77-1155
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新規制基準適合性審査状況

　大飯発電所では、3月 24 日、3，4号機の同時発災を想定した原子力防災訓
練を行いました。 
　対策本部では事象の進展にあわせた対応方法の検討　および指示、社外通
報訓練、現地では本部の指示を受けて可搬式ポンプによる給水訓練などを行い
ました。
　今後も引き続き、実効性のある原子力防災対策に向けて、一層の訓練の充実
を図っていきます。 

大
飯
大
飯      

発
電
所

発
電
所
と
ぴ
っ
く
す

と
ぴ
っ
く
す

TopicsTopics

※ＴＶ会議で関係箇所
との情報連絡、および
支援を受けながら対応
方法を検討

※

大飯発電所

原子力事業本部
（オフサイトセンターを模擬）

新
規
制
基
準
へ
の
適
合
性
検
討

許
認
可
申
請
準
備

事
業
者
か
ら
の
許
認
可
申
請

地震・津波
　の審議

プラント施設
　の審議

パ
ブ
リ
ッ
ク

  

コ
メ
ン
ト

地
元
了
解

本店
（大阪）
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  1 日（日）若狭高浜病院　  3 日（火）なごみ診療所
  4 日（水）若狭高浜病院      5 日（木）なごみ診療所
  8 日（日）常藤内科医院　15 日（日）若狭高浜病院
22 日（日）堀口医院　        29 日（日）若狭高浜病院

  5月戸籍の 窓 （敬称略）（敬称略）

平成 28年 3月 5日から
 　  平成 28 年 4月 4日届出まで

赤ちゃん

おくやみ

   　名前　       　  性別　   　 保護者　         　　  住所
石川　あかり   　女　　 拓磨・奈苗　　　　１５区

石川　ひかり   　女　　 拓磨・奈苗　　　　１５区

小林　晃
こうき

季　　   男　　 　守・夏樹　　　　山田

川﨑　壱
いちご

悟　   　男　　 貴也・美樹　　　　１５区

渡邉　愛
え れ な

伶菜　   女　　 吉久・真紀　　　    駅前

    名前         　        　年齢            性別　　    住所

林　　梅子　　 　    　89 歳　　  女　　     名田庄三重

松宮　　猛　　　　 　94 歳　　  男　　　岡田

團　　久代　　　　　 85 歳　　  女　　　名田庄口坂本

森下　きよ子　　　　 91 歳　　  女　　　１２の１区

岸本　美代子　　　　 87 歳　　  女　　　 石山

岸﨑　貫一　　　　　 73 歳　　  男　　　 万願寺
ごめい福をお祈りします。

■納田終・井上・中地区 6日㈮ 17日㈫ 26日㈭

■坂本・西谷地区　　 13日㈮ 24日㈫

■下久田・久坂・下地区 10日㈫ 19日㈭ 27日㈮

■三重・小倉・美川地区 12日㈭ 20日㈮ 31日㈫

平成 28 年 4月 1日現在　　（　）は前月比

　総人口　　　　8,450　　　　（－４３）
　　男　　　　　4,147   　　　 （－１８）
　　女　　　　　4,303　　　　（－２５）
　世帯数　　　　3,218　　　　（＋　３）

お誕生おめでとうございます。元気にすくすく育ってください。

■すくすく広場（子どもたちの遊びの場）

　保健福祉センター なごみ　　　     13日㈮      10：00～

　名田庄公民館（ぶらっと）    　           16日㈪     10：00～

■乳幼児健診　※対象者には通知します。

　保健福祉センター なごみ　　　     18日㈬     12：30～

　あっとほ～む いきいき館      　           20日㈮     13：00～

■離乳食教室　※対象者には通知します。　　　 

　保健福祉センターなごみ　　　      31 日㈫      10：00～   

　あっとほ～む いきいき館      　           26日㈭     10：00～
■はぐはぐの会（子育てで心配なことがある方の育児教室）

　保健福祉センター なごみ　　           17日㈫      10：00～

■一般健康相談 

　保健福祉センターなごみ　    毎週木曜日            9：30～

　あっとほ～む いきいき館      毎週木曜日　      9：30～

■心の健康相談　※予約制

　保健福祉センター なごみ　　　     25日㈬      10：00～

　あっとほ～む いきいき館　　           25 日㈬      13：30～

■こころの相談会　※予約優先

　あっとほ～む いきいき館　　           14日㈯     10：00～
■ミニディケア

　あっとほ～む いきいき館　　            27日㈮    10：00～

問い合わせ

○保健福祉センターなごみ　保健医療課　 ☎ 77-1155　

○あっとほ～むいきいき館　 保健福祉室　 ☎ 67-2000

小浜病院

たかさご
   　名前　       　  　　　　　　住所（　　）は旧姓・旧住所
浦松　　裕輔　　　　　　　　 野尻   　　　　　

（古谷）　彩也香　　　　　　   （小浜市）

ご結婚おめでとうございます。いつまでもお幸せに。

「平成 28年熊本地震」被害へのお見舞い
　平成28年4月14日に発生しました「平成28年熊本地震」
において、被災されました方々に心よりお見舞い申し上げ
ます。
　また、被災地などにおかれまして、救援や復興支援など
の活動に尽力されておられる方々に対し深く敬意を表しま
すとともに、皆さまの安全と一日も早い復興を心よりお祈
り申し上げます。
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名
田
庄
小
学
校
２
年
生
か
ら

６
年
生
の
16
人
が
所
属
す
る

「
名
田
庄
ス
ピ
リ
ッ
ツ
」。

　

元
気
い
っ
ぱ
い
の
野
球
少
年

た
ち
は
、
土
日
祝
日
の
名
田
庄

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
大
き
な

声
を
出
し
て
ボ
ー
ル
を
追
い
か

け
て
い
る
。

　

学
校
生
活
も
含
め
学
年
関
係

な
く
仲
が
良
い
と
い
う
チ
ー
ム

を
ま
と
め
る
の
は
、
キ
ャ
プ
テ

ン
の
柿
本
源げ

ん

心し
ん

君
（
名
田
庄

小
６
）。
試
合
の
流
れ
が
悪
い

時
に
は
積
極
的
に
声
を
出
し

て
盛
り
上
げ
、
普
段
か
ら
チ
ー

ム
メ
イ
ト
に
気
を
配
る
。「
今

ま
で
の
６
年
生
も
や
っ
て
き
た

こ
と
。
後
輩
を
ま
と
め
る
の
は

大
変
だ
け
ど
、
や
り
が
い
が
あ

る
」
と
話
す
し
っ
か
り
者
の

キ
ャ
プ
テ
ン
。
４
年
生
が
大
半

の
チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
、
県

大
会
に
出
場
す
る
の
が
今
の
目

標
だ
。

　

監
督
を
務
め
る
の
は
、
自
身

も
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
野
球

を
続
け
て
い
る
前
田
茂
善
さ
ん

（
46
歳
・
名
田
庄
三
重
）。
選
手

か
ら
は
「
試
合
や
練
習
中
は
厳

し
い
け
ど
、
休
憩
中
は
優
し
く

面
白
い
話
を
し
て
く
れ
る
」
と

慕
わ
れ
て
い
る
。「
野
球
を
通

し
て
、
挨
拶
や
社
会
の
ル
ー
ル

な
ど
色
ん
な
こ
と
を
学
ん
で
ほ

し
い
」
と
い
う
指
導
方
針
の
も

と
、
早
め
の
集
合
に
よ
る
入
念

な
準
備
や
丁
寧
な
後
片
付
け
を

徹
底
し
て
い
る
。

　
「
野
球
を
で
き
る
こ
と
、
そ

れ
を
支
え
て
く
れ
る
チ
ー
ム
メ

イ
ト
、
家
族
、
そ
し
て
地
域
の

方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
に
一
生
懸
命
野
球
を
楽
し

ん
で
欲
し
い
」

　

監
督
の
想
い
を
胸
に
、
県
大

会
出
場
へ
向
け
、
頑
張
れ
名
田

庄
ス
ピ
リ
ッ
ツ
！

編
集
　
総
合
政
策
課
　
TEL 0770-77-4051　

FAX 0770-77-1289　
E-m
ail seisaku@

tow
n.ohi.lg.jp　

発
行
　
福
井
県
お
お
い
町
　
〒
919-2111　

福
井
県
大
飯
郡
お
お
い
町
本
郷
136-1-1

◆
平
成
28
年
4
月
26
日

編
集
後
記

編
集
後
記

28

　
「
キ
ツ
イ
な
ー
」
と
思
っ
て
い
た

大
学
の
こ
ろ
の
ズ
ボ
ン
が
、
入
ら
な

く
な
り
ま
し
た
▼
社
会
に
出
て
一
回

り
大
き
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
か
（
涙
）
▼
さ
ら
に
多
く
の

方
か
ら「
25
歳
の
お
腹
じ
ゃ
な
い
わ
」

と
言
わ
れ
、
つ
い
に
食
後
に
腹
筋
と

腕
立
て
始
め
ま
し
た
（
さ
さ
）
で
す

▼
限
界
ま
で
や
っ
て
１
日
休
ん
で
ま

た
や
る
▼
こ
の
「
２
日
に
１
回
」
サ

イ
ク
ル
で
夏
ま
で
に
腹
筋
と
胸
筋
を

バ
キ
バ
キ
の
ム
キ
ム
キ
に
し
て
み
せ

ま
す
▼
Ｐ
・
Ｓ
異
動
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
バ
キ
バ
キ
ム
キ
ム
キ
に
な
っ

た
様
子
は
、
残
念
な
が
ら
広
報
誌
に

は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
（
さ
さ
）

　

4
月
よ
り
広
報
担
当
と
な
り
ま
し

た
（
つ
か
さ
）
で
す
▼
4
月
1
日
に

広
報
担
当
を
告
げ
ら
れ
、
頼
み
の
綱

の
（
さ
さ
）
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

発
症
・・・
い
き
な
り
ピ
ン
チ
で
す
・・・

▼
そ
ん
な
逆
境
を
乗
り
越
え
、
カ
メ

ラ
片
手
に
ダ
ッ
シ
ュ
、
ノ
ー
ト
片
手

に
ダ
ッ
シ
ュ
、
無
事
に
今
月
号
を
作

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
▼
町
中

を
か
け
ま
わ
り
、
こ
れ
か
ら
の
取
材

の
中
で
、
た
く
さ
ん
の
出
会
い
や
発

見
を
楽
し
み
に
、
よ
り
よ
い
「
広
報

お
お
い
」
を
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
ま

す
▼
ま
た
、
今
月
号
よ
り
「
青
春
☆

キ
ラ
リ
」
と
題
し
て
、
輝
く
子
ど
も

た
ち
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
▼
次
は
ど
の
ク
ラ
ブ

に
行
こ
う
か
な
ぁ
〜
（
つ
か
さ
）


